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講義スケジュール後半講義スケジュ ル後半

日付 教科書 内容教 容

第７回 11月30日 1.3 – 1.7 確率過程：定常過程、線形システム

休講12月7日 休講

第８回 12月14日 3.1 – 3.4 基底伝送１：パルス伝送、スペクトル

第９回 12月21日 4.2 基底伝送２：整合フィルタ、最適受信機

第１０回 1月18日 1 8 – 1 9 基底伝送３：雑音による誤り第１０回 1月18日 1.8 1.9
4.3

基底伝送３：雑音による誤り

第１１回 1月25日 5.1 – 5.3 帯域伝送１：BPSKの変復調

第１２回 2月1日 6.1 – 6.4 帯域伝送２：QPSKの変復調

2月8日 期末試験
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2月8日 期末試験
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整合フィルタの雑音出力整合 ィルタの雑音出力
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整合フィルタ出力の確率密度関数整合 ィルタ出力の確率密度関数
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雑音による誤り雑音 よる誤り
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誤り補関数誤り補関数
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判定しきい値の最適化判定しき 値の最適化
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二元対称通信路元対称通信路
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二元PCMの誤り率元 の誤り率
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まとめまとめ
1. 二元PCM通信の雑音による誤り
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2. 平均誤り率と判定しきい値
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3. 二元対称通信路の平均誤り率
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教科書対応表
教科書（旧） 教科書（新） 内容

第1回 Preview Chapter 1 通信伝送のモデルと具体例

第2回 9.1 - 9.3 10.1 - 10.3 情報理論の基磯１：情報源符号化

第3回 9.4 10.4 - 10.5 情報理論の基礎２：データ圧縮

第4回 9.5 - 9.7 10.6 - 10.7 情報理論の基礎３：通信路容量

第5回 9.8 10.8 情報理論の基礎４：通信路符号化

第6回 10 1 10 3 10 10 10 11 情報理論の基礎５ 誤り訂正符号第6回 10.1 - 10.3 10.10 - 10.11 情報理論の基礎５：誤り訂正符号

第7回 1.3 - 1.7 5.5 - 5.8 確率過程：定常過程、線形システム

第8回 3 1 3 4 7 1 7 6 基底伝送１：パルス伝送 スペクトル第8回 3.1 - 3.4 7.1 - 7.6 基底伝送１：パルス伝送、スペクトル

第9回 4.2 8.2 基底伝送２：整合フィルタ、最適受信機

第
1 8 - 1 9

基底伝送 雑音 よる誤り第10回 1.8 1.9, 
4.3 5.9 - 5.10, 8.3 基底伝送３：雑音による誤り

第11回 5.1 - 5.3 9.1 - 9.3 帯域伝送１：BPSKの変復調

第12回 6.1 - 6.4 9.4 帯域伝送２：QPSKの変復調
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